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くらしの相談 お気軽に 
山本邦夫市議  ９８２・８８４４  
巌   博市議  ９８２・９６６３  
亀田優子市議  ９８２・１２７７  
中村正公市議  ９８３・８３１２  

文部科学省が３月３１日、生活保護世帯と同水準の要

保護世帯の小中学生への「入学準備金」（就学援助）を

増額し、小学校入学前でも支給は可能とする通知を地方

自治体に送付しました。日本共産党国会議員団はランド

セルや制服などの入学準備ができるよう「入学前に支給

を」と求めてきましたが、こうした願いを受け止めて改

善されることになりました。  

八幡市３月議会では日本共産党八幡市議団は予算案

の組み替え動議を提出し、国民健康保険料の追加値下げ

とあわせて入学準備金の繰り上げ支給を提案しました。

残念ながら与党会派などの反対で組み替え提案は否決

されましたが、今回の文科省の通知は、市議会での逆流

を乗り越えて前進する道筋を開きました。日本共産党は

入学準備金改善に全力をあげます。  

      

 

３月末までニューヨークの国連本部で核兵器禁止条約の交渉会議が開かれま

した。会議はいったん閉会し、６～７月に第２会期を開きます。  

会議のホワイト議長は６月までに条約草案を

示し、条約を採択したいと決意を述べました。  

志位委員長も発言  
核保有国や日本政府が参加を拒否する中で開

かれた会議でしたが、各国政府、市民団体が発言

し、原水爆被害者団体協議会の藤森事務局次長、

日本共産党の志位和夫委員長も発言しました。  

八幡市の３月市議会では、市長に平和首長会議

への参加を求めましたが、市長は「加盟しない」

意思を表明するなど、核兵器廃絶の内外の流れに

背を向けました。  
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国連会場で被爆者が発言  


